
●●中学校

●
●
自
動
車
道

●●川

県
道
●
●
線

工 事 名

縮尺

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面名称

図面番号

設 計 者

申 請 者

〇〇造成工事

位 置 図

〇〇

印〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面１
(位置図)

1

●●寺

●●高校グラウンド

●●橋

●●配水池
●●池

●●池

●●池
●●池

●●池

●●池

●●橋

●●小学校

●●池

●●神社

●●神社

学校

●●インターチェンジ

●
●
川

●
●
自
動
車
道

申請地

<位置図> (省令７条１項１号)

・縮尺：10,000分の1以上

・方位、道路及び目標となる地物を明示

500m4003002001000



凡　　例

申請区域線

〇〇道路

工 事 名

縮尺

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面名称

図面番号

設 計 者

申 請 者

〇〇造成工事

地 形 図

〇〇

印〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面２
(地形図)

<地形図> (省令７条１項１号)

・縮尺：2,500分の1以上

・方位及び土地の境界線を明示

・等高線は２メートルの標高差を示すものとすること

4.0m以上

4.0m以上

2



工 事 名

縮尺

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面名称

図面番号

設 計 者

申 請 者

〇〇造成工事

土地の平面図

〇〇

印〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面３
(土地の平面図)

①

①

②

②

③

③

<土地の平面図> (省令７条１項１号)

・縮尺：2,500分の1以上

・方位及び土地の境界線並びに盛土又は切土をする土地の部分、崖、

〇〇

FH=〇〇

〇〇㎡

〇〇坪

〇〇

FH=〇〇

〇〇㎡

〇〇坪

〇〇

FH=〇〇

〇〇㎡

〇〇坪

〇〇擁壁-2L=〇m　H=〇m～〇m

〇
〇
擁
壁
- 3

L =〇
m 　

H = 〇
m ～

〇
m 〇

〇
擁
壁
-1

L=
〇
m
　
H
=〇

m～
〇
m

　擁壁、崖面崩壊防止施設、排水施設及び地滑り抑止ぐい又は

　グラウンドアンカーその他の土留の位置を明示

・擁壁、崖面崩壊防止施設及び排水施設は申請書と照合できる番号を記載すること

・植栽、芝張り等の措置を行う必要がない場合はその旨を記載すること

・断面図と照合できる記号を記載すること

3

☞チェックポイント

崖面が擁壁で覆われていることを確認

汚
水
桝

雨
水
桝

汚
水
桝

雨
水
桝

汚
水
桝

雨水桝

有
効
4
.
0
m以

上

※崖面以外の地表面は道路・宅地のため、植栽、張芝等の措置は不要

凡　　例

申請区域線

建築物敷地用地

予定建築物(戸建)

コンクリート擁壁

側　溝

集水桝

雨水管VUφ〇〇

切　土

盛　土

〇〇組立マンホール

小口径塩ビφ〇〇マンホール

汚水管VUφ〇〇

雨水宅内桝VUφ〇〇・取付管VUφ〇〇

汚水宅内桝VUφ〇〇・取付管VUφ〇〇

境界工〇〇

コンクリート舗装



〇〇〇 〇〇〇

DL=〇〇

工 事 名

縮尺

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面名称

図面番号

設 計 者

申 請 者

〇〇造成工事

土地の断面図

〇〇

印〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面４
(土地の断面図)

〇〇〇 〇〇〇

DL=〇〇

DL=〇〇

〇〇〇 〇〇〇

凡　　例

申請区域線

コンクリート擁壁

切　土

盛　土

〇〇

FH=〇〇

〇〇㎡

〇〇坪

<土地の断面図> (省令７条１項１号)

・縮尺：2,500分の1以上

・盛土又は切土をする前後の地盤面を明示

・高低差の著しい箇所について作成すること

申
請
区
域
線

〇〇〇

〇〇

FH=〇〇

〇〇㎡

〇〇坪

〇〇〇

申
請
区
域
線

申
請
区
域
線

申
請
区
域
線

〇〇〇

②-②

③-③

〇〇

FH=〇〇

〇〇㎡

〇〇坪

〇〇

FH=〇〇

〇〇㎡

〇〇坪

〇
〇

〇
〇

〇〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

①-①

〇〇〇

位置指定道路

〇〇〇

位置指定道路

申
請
区
域
線

〇〇〇

申
請
区
域
線

〇〇

FH=〇〇

〇〇㎡

〇〇坪

〇〇

FH=〇〇

〇〇㎡

〇〇坪

〇〇

FH=〇〇

〇〇㎡

〇〇坪

〇〇擁壁-2

〇〇擁壁-1 〇〇擁壁-3

〇〇擁壁-3

〇〇〇〇

〇〇

〇〇

4

〇〇

☞チェックポイント

崖面が擁壁で覆われていることを確認

擁壁構造確認（例.鉄筋コンクリート造）

〇〇

〇〇 〇〇



工 事 名

縮尺

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面名称

図面番号

設 計 者

申 請 者

〇〇造成工事

排水施設の平面図

〇〇

印〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面５
(排水施設の平面図)

凡　　例

申請区域線

建築物敷地用地

予定建築物(戸建)

コンクリート擁壁

側　溝

集水桝

雨水管VUφ〇〇

〇〇組立マンホール

小口径塩ビφ〇〇マンホール

汚水管VUφ〇〇

雨水宅内桝VUφ〇〇・取付管VUφ〇〇

汚水宅内桝VUφ〇〇・取付管VUφ〇〇

<排水施設の平面図> (省令７条１項１号)

〇〇

FH=〇〇

〇〇㎡

〇〇坪

〇〇

FH=〇〇

〇〇㎡

〇〇坪

〇〇

FH=〇〇

〇〇㎡

〇〇坪

5

・縮尺：500分の１以上

・排水施設の位置、種類、材料、形状、 内法寸法、

　勾配及び水の流れの方向 並びに吐口の位置及び放流先の名称を明示

③ 塩ビ管マンホールφ〇〇

④
 
汚
水
桝

⑤
 
雨
水
桝

④
 
汚
水
桝

⑤
 
雨
水
桝

① 落蓋側溝〇〇×〇〇　L=〇〇m i=〇%

⑥ VUφ〇〇　L=〇〇m i=〇%

④
 
汚
水
桝

⑨ 〇〇組立マンホール

① 落蓋側溝〇〇×〇〇　L=〇〇m i=〇%

⑥ 汚水取付管
φ〇〇　L=〇m

⑦ 雨水取付管
φ〇〇　L=〇m

⑥ 汚水取付管
φ〇〇　L=〇m

⑦ 雨水取付管
φ〇〇　L=〇m

⑥ VUφ〇〇　L=〇〇m i=〇%

② 集水桝 〇〇×〇〇×〇〇

①
 
落
蓋
側
溝
〇
〇
×
〇
〇
　
L
=
〇
〇
m
 i
=〇

%

⑤ 雨水桝

落
蓋

側
溝

〇
〇

×
〇

〇
　

L
=〇

〇
m 

i=
〇

%

有
効
4
.
0
m以

上

② 集水桝 〇〇×〇〇×〇〇② 集水桝 〇〇×〇〇×〇〇

①
 
落
蓋
側
溝
〇
〇
×
〇
〇
　
L
=
〇
〇
m
 i
= 〇

%

② 集水桝 〇〇×〇〇×〇〇

☞チェックポイント

排水施設が設置されていることを確認

（地表水・地下水による崖崩れ・土砂流出のおそれがあるとき）

☞チェックポイント

排水施設の勾配を確認 

☞チェックポイント

排水施設は、暗渠構造部分の以下の箇所にます・マンホールが設けられているか確認

・管渠の始まる場所

・排水流路の方向・勾配が著しく変化する場所

・管渠の内径・内法幅の120倍を超えない範囲内の長さごとの清掃上適切な箇所

⑧ VUφ〇〇　L=〇〇m i=〇%

☞チェックポイント

崖の反対方向に地表水が流れる

勾配になっているか確認

境界工〇〇

コンクリート舗装

位置指定道路

共有地



① 落蓋式側溝
S=1：10

110 300 110

520

70 280 70

7
0

3
0
0

9
5

1
0
0

3
2
5

1
4
0

500

※10ｍに1箇所グレーチング蓋を設置する。

※表面処理 グレーチング：亜鉛メッキ
参考重量419kg/個

JIS A 5345 3種

b

T
5
0
0

JIS A 5345 3種

名　称
寸法表（mm） 参考重量

摘　　要
b T （kg/個）

B300 412 95 45 JIS A 5345 3種

b

T
5
0
0

名　称
寸法表（mm） 参考重量

摘　　要
b T （kg/個）

B300 410 95 21

US-3型側溝蓋
S=1：10

US-3型側溝グレーチング蓋
S=1：10

T-25 , 細目

基礎砕石
RC-40

1：3
敷モルタル

C D

A

B

ｌ

L1

A　-　B

l

T
L

T

b

T B T T L T

グレーチング蓋

1
5
0
以

上

h

H
2

H
1

H

プレキャスト集水桝

1：3
敷モルタル

基礎砕石
RC-40

b

B1

C　-　D

T B T

h

H
2

H
1

H

プレキャスト集水桝

1：3
敷モルタル

基礎砕石
RC-40

平　面　図

② 集水桝工

開閉式

1
5
0
以

上

寸　　法　　表

道路番号 名　称 設置測点 左右
集水桝 グレーチング蓋

B × L × H T H1 B1 L1 H2 b × l × h 網目 耐荷重

1号道路 1号集水桝 NO.1+17.48 右 500 × 500 × 600 150 150 900 900 150 610 × 610 × 50 細目 T-25 52.0

1号道路 2号集水桝 NO.1+17.49 左 500 × 500 × 600 150 150 900 900 150 610 × 610 × 50 細目 T-25 52.0

2号道路 3号集水桝 NO.3+ 8.10 左 500 × 500 × 600 150 150 900 900 150 610 × 610 × 50 細目 T-25 52.0

2号道路 4号集水桝 右 × × 150 150 150 × × 50 細目 T-25NO.3+ 8.88 500 500 600 900 900 610 610 52.0

S=1：20

工 事 名

縮尺

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面名称

図面番号

設 計 者

申 請 者

〇〇造成工事

排水施設構造図

図 示

印〇〇〇〇〇〇〇〇〇

5

図面５
(排水施設構造図)

☞チェックポイント

排水施設が、堅固で耐久性を有する

☞チェックポイント

ます・マンホールに蓋が設けられていることを確認

☞チェックポイント

ますの底に15cm以上の泥溜めが設けられているか確認

構造になっていることを確認



工 事 名

縮尺

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面名称

図面番号

設 計 者

申 請 者

〇〇造成工事

排水施設構造図

図 示

印〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面５
(排水施設構造図)

5

⑥ 排水取付管標準断面図

2
5
0

7
0
0

9
5
0

中詰砂

VU管φ150

700

3
5
0

1
0
0

1
0
0

掘削幅W

700

基礎砂

(汚水宅内・流末)

⑦ 排水取付管標準断面図

2
5
0

2
5
0

5
0
0

中詰砂

VU管φ150

500

3
5
0

1
0
0

1
0
0

掘削幅W

500

基礎砂

(雨水宅内)

⑧ 排水取付管標準断面図

3
0
0

2
0
0

5
0
0

VU管φ200

700

5
0
0

1
0
0

掘削幅W

700

基礎砂

(雨水流末)

1
5
0

1
5
0 3
0
0

中詰砂

1
0
0

⑤ 宅内塩ビ管
S=1:20(雨 水)

④ 宅内塩ビ管
S=1:20(汚 水)

任意指定道路

基礎砂

基礎砂
基礎砂

φ200

マークなし 中詰砂
土被り10cm以上

φ100
φ150

道
路
境
界
線

基礎砂

φ200

お マーク

中詰砂
土被り10cm以上

φ100
φ150

200

▽G.L

φ570(最小)

φ480(最小)

φ403(最小)

φ300

φ570(最小)

φ480(最小)

φ403(最小)

流入VUφ200流出VUφ200

砂基礎

1
0
0

マ
ン

ホ
ー

ル
深
　
Ｈ

2
0
0

2
1
0

1
5
0

ストレートインバート

ゴム輪受け口片受直管
SRA 200

鉄蓋（300用）
T25A,T14A,T8A

内蓋（φ300）

台座

粒度調整砕石

本管自在継手200

③ 塩ビ製小型マンホール

平 面 図

断 面 図

200-300

(汚 水)

排水施設が耐久性の材料で漏水を最小限度とする措置が講ぜられているか確認

排水施設が耐久性の材料で漏水を最小限度とする措置が講ぜられているか確認

☞チェックポイント

☞チェックポイント

S=1:20

S=1:20 S=1:20 S=1:20



工 事 名

縮尺

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面名称

図面番号

設 計 者

申 請 者

〇〇造成工事

排水施設構造図

図 示

印〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面５
(排水施設構造図)

5

⑨ 汚水桝：〇号組立マンホール
(汚 水)

75 75750

90025 25

950

600

Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ

Ａ－Ａ断面図

平　面　図

Ｂ－Ｂ断面図

950

桝
　
深
　

2
.
0
m
以

上

110 600 110

820

調整金具

蓋及び受わく

斜壁又は床版

直　壁

躯体ブロック

栗石又は砕石基礎

底　版

可とう継手

可とう継手

調整リング

足掛金物

インバートコンクリート

75 750 75

90025 25

2
0
0

3
0
0

1
3
0

1
7
0

VUφ〇〇

▽G.L

VUφ〇〇

75 750 75

桝
　
深
　

2
.
0
m
以

上

110 600 110

820

▽G.L

950

90025 25

3
0
0

100

S=1:20



H=1.0mタイプ H=1.25mタイプ

最
小

根
入

れ

工 事 名

縮尺

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面名称

図面番号

設 計 者

申 請 者

〇〇造成工事

崖・擁壁の断面図

図 示

印〇〇〇〇〇〇〇〇〇

図面６・７
(崖の断面図・擁壁の断面図)

6・7

GH=〇〇

崖の断面位置図
S=1:200

崖の断面図
S=1:20

L型擁壁工構造図
S=1:20

<崖の断面図> (省令７条１項１号)

・縮尺：50分の１以上

・崖の高さ、勾配及び土質（土質の種類が２以上であるときは、それぞれの 土質及びその地層の厚さ）、

  盛土又は切土をする前の地盤面並びに崖面の 保護の方法を明示

・擁壁で覆われる崖面については、土質に関する事項は示すことを要しない

<擁壁の断面図> (省令７条１項１号)

・縮尺：50分の１以上

・擁壁の寸法及び勾配、擁壁の材料の種類及び寸法、裏込めコンクリートの寸法、透水層の位置及び寸法、

  擁壁を設置する前後の地盤面、基礎地盤の 土質並びに基礎ぐいの位置、材料及び寸法を明示

①

①

水抜穴は擁壁の面積3㎡以内ごとに少なくとも１個（内径7.5cm以上）あるか、耐久性の材料を用いているかを確認

☞チェックポイント

（※擁壁の背面図がある場合は背面図でも確認）

擁壁裏面の水抜穴の周辺等に砂利等の資材を用いて透水層を設けているか

☞チェックポイント

（※擁壁の背面図がある場合は背面図でも確認）

① - ①

裏込砕石（RC-40)

200

吸出し防止材

300

基礎砕石（RC-40)100750

850

1
,
0
0
0

2
0
0

3
5
0
以
上

水抜孔φ75

3
0
0

基礎砕石（RC-40)100900

1,000

最
小

根
入

れ

1
,
2
5
0

2
0
0

3
5
0
以
上

水抜孔φ75

200

300

3
0
0

裏込砕石（RC-40)

止水コンクリート(18N/mm2)
t=50mm

吸出し防止材

基礎砕石（RC-40)100900

1,000

最
小

根
入

れ

1
,
2
5
0

2
0
0

3
5
0
以
上

水抜孔φ75

300

3
0
0

裏込砕石（RC-40)

吸出し防止材

200
コンクリート
(18N/mm2)

止水コンクリート(18N/mm2)
t=50mm

コンクリート
(18N/mm2)

コンクリート
(18N/mm2)

止水コンクリート(18N/mm2)
t=50mm

盛 土


